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Cases of infections due to M.asiaticum,M.shimoidei and M.simiae and bacteriologic 

characteristics useful for identifying these organisms are reviewed.

M.simiae can not be identified only by a positive niacin test,because there are a few 

strains of Mycobacterium avium—M.intracellulare complex which show a positive niacin 

reaction 17).In laboratory tests,key characters for identifying M.simiae are the following 

three 18):1)strongly positive niacin production;2)tolerance to 0.2% picric acid in a 

modified Sauton agar medium,in which sodium glutamate is substituted for asparagine;

3)utilization of succinate as carbon source in the presence of ammonical nitrogen.

The latter two characteristics are originally characteristic for rapidly growing 

mycobacteria 19)m..However,only M.simiae is an exceptional case of slowly growing 

mycobacteria.With these characteristics,M.simiae is identified without employing 

serological testing.
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Mycobacterium simiae,Mycobacterium asiati

 cum及 びMycobobacterium shimoideiに よ る感 染 症

は,比 較的稀な感 染症 であ り,従 って,文 献 も少 ない。

従 って,こ の3者 について,ま とめて総説 する。 この中

で,日 本 で見 っか っているのは,M.shimoidei感 染症

のみで,前2者 によ る感染症 は,ま だ見 っか っていない。

細 菌 学

1.Mycobacterium simiae Karasseva et al.

1965.

M.simiaeは,1965年 に ハ ン ガ リー のKarasseva

eta1.1)2)に よ って,サ ル か ら分 離 され た 抗 酸 菌 と して

報 告 さ れ た。 菌 種 名 は,「 サ ル の抗 酸 菌 」 の 意 で あ るが,

*From the National Chubu Hospital,Obu,Aichi 474 Japan .
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サ ル か ら 分 離 さ れ たMyCobacterium avium-M.

intracellulare complex(M.avium mcomplex)にF類

似 す る抗酸 菌 で あ って,単 一 の菌 種 で は な か った(後 述)。

ところ が,1971年 に,キ ュ ー バ のValdivia et al.3)が,

ヒ トか ら分 離 した抗 酸 菌 の新 菌 種 と してMycobacter

-um habanaを 報 告 し,こ れ がM.simiaeと 酷 似 して

い る こと か ら,西 ヨー ロ ッパ の研 究 者 の研 究 対 象 と な っ

た。

ま ず,Kappler&Neubert4)は,M.sどmiaeと 一M.

habanaが 生 物 学 的,生 化 学 的 性 状 に お いて 類 似 して い

る こと を報 告 した。 ま た,Meissner&Schroder5)は,

M.simiae株 が 血 清 学 的 に二 っ に 分 け られ る こ とを 見

出 し,血 清 型1と 血 清 型2に 分 け た。 この 中 で,血 清 型

1の 株 は光 に長 期 間 さ らす と黄 色 の 集 落 を 作 り,遅 延 的

光発 色性(delayed photochromogenicity)が あ った。

一 方
,血 清 型2の 株 は 暗 発 色 性(scotochromogeni-

city)を 示 した 。 そ して,―M.habanaは,前 者,即 ち

血 清 型1の 遅 延 的 光 発 色 性 を 示 す もの と同 一 で あ る と報

告 した 。

こ れ に つ づ い て,Thorel6),Weiszfeiler&Karc-

zag7)及 びBoisvert8)も,血 清 学 的,電 気 泳 動 学 的 に

M.simiaeとM.habanaと が 同 一 で あ る こ と を報 告

し た(正 確 に い え ば,M.simiaeの 一 部 の 株 とM.

habanaが 同 一 と い う こ と で あ る)。 こ の た め,M.

habanaはM.simiaeの 同義語(synonyrn)と され7),

これ が一 般 に受 け容 れ られ た。

と こ ろ で,Boisvert&Truffot9)は,M.simineと

さ れ て い る株 は,生 物 学 的,生 化 学 的,血 清 学 的性 状 に

よ り,3群 に分 け られ る とす る と と もに,こ れ らの性 状

がM.cvium mcomplexに 酷 似 して い る と 指 摘 し,M.

siminineはM.avium mcomplexの 中 に 入 れ るべ きで あ

る と主 張 した 。M.simiae.M.avium mcornplexに

似 て い る こ と は,前 か ら分 か って い たが,一 応,別 種 で

あ る と主 張 され て い た2)。

最 後 に,Baess&Magnusson10)の 研 究 は,DNA

 hybridization及 びsensitin(精 製 ッ ベ ル ク リ ン)反

応 に よ って,M.simiaeの 血 清 型1,血 清 型2及 びM.

ａoviumの3者 が 各 々 別 の 菌 種 で あ る こ とを 示 した 。 現

在 で は,M.simiaeは,M.avium mcomplexに よ く

似 て い る が,niacin陽 性 で,遅 延 的 光発 色 性 を 示 す血

清 型1の 菌 株 と認 め られ て い る。

2.Mycobacterium asiaticum Weiszfeiler et 

al.1971.

この菌 は,サ ルか ら分 離 され て,い った ん,M.sim

iaeと さ れ た18株 中 の4株 で あ る。1971年 にWeiszfeiler

etal.11)に よ って新 菌 種 と して報 告 さ れ た。 光 発 色 性 が

強 く,niacin陰 性 で あ り,血 清 学 的 に もM.simiaeと

区別 で きる。

3.Mycobacterium shimoidei Tsukamura 1982.

M.shimoidei d,1975”N‚ÉTsukamura et al.12)

に よ って新 菌 種 と して 報 告 され た。 この 菌 は,国 療 東 京

病 院 の患 者 か ら分 離 され た。 当 時,国 療 共 同 研 究 班 の 全

菌 株 を,国 療 中 部 病 院 で 同 定 して い て,新 菌 種 と分 か っ

た も ので あ る。 は じめ,こ の 菌 株 は同 定 不 能 菌 株 と して

中 部 病 院 で 凍 結 保 存 され て い た が,数 年 後 に再 び 同一 菌

が 排 菌 され て い る こ とが 分 か り,報 告 した もの で あ る。

菌 の名 は,下 出 久 雄 博 士 の 名 か ら取 り,「 下 出 の抗 酸 菌 」

の 意 で あ る。

しか し,こ の 名 前 は,国 際 微 生 物 会 議 が 編 集 した

"A
pproved lists of bacterial names"1980年13)

に 掲 載 さ れ な か っ た た め,In号ternationalcodeof

nomencleeture of bacteriaに 従 っ て 無 効 と な っ た。

伝 え き く と ころ に よ る と,症 例 数 が1例 だ けで あ る と い

うのが,却 下 の理 由で あ る ら しい が,M.haemophilum

な ど も1症 例 だ け で承 認 さ れ て い る し,他 に1株 だ けで

承 認 され た菌 種 もあ る。

し か し,そ の 後 のInternationa1 Working Group

 on Mycobacterial Taxonolny(IWGMT)14)の 共 同

研 究 に よ って,Australiaに も肺 感 染 症 の1例 が あ る

こ とが分 か った(Blacklock&Dawsonに よ って 分 離

さ れ た)。 これ を受 けて,1982年 に,Tsukamura15)が

M.shimoideiの 報 告 をInternational Journal of

 Systematic Bacteriology(IJSB)に 行 っ て,国 際 的

に 承 認 され た(注.1976年 以 降 は,新 菌 種 の 提 唱 は,

IJSBに 掲 載 しな い と有 効 で はな い)。

M.simiae,M.maticum及 びM.

schiomoideの 同 定 法

M.simiaeは,Karasseva et al.1)及 びWeiszfeiler

 et al.2)の 最 初 の 報 告 か ら して,M.avium mcomplex

類 似 の 菌 と さ れ て い た。 は じめ,.M.simiaeと さ れ た

菌 株 は,単 一 菌 種 で は な く,後 に,M.asiaticum11)

が,こ の 中 か ら分 離 独立 さ れ た。

後 に,DNA hybridizationや 血 清 学 的 研 究 に よ っ

て,M.avium mcomplexと 違 う こ とは 明 らか と な っ た

が,臨 床 検 査 で,こ の よ うな検 査 を や れ る わ けが な い。

そ こで,生 物 学 的,生 化 学 的性 状 の相 違 点 が 問 題 と な る。

Meissner&Schr6der5)の い う 「遅 延 的 光 発 色 性 」 は,

殆 ど決 め 手 と な ら な い16)。 普 通 の 光 発 色 性 検 査(1～2

日露 光 す る検 査)で は,全 く非 光 発 色 性 に見 え るか らで

あ る。 ま た,我 々 が行 って い る14日 間 の 暗 所 培 養 と露

光 培 養 の比 較 で も,発 色 は著 明 で はな い。 従 って,む し

ろ,M.simiaeはGroupIII nonphotochromogens

の一 っ と考 え た方 が よ い。

この よ う に考 え る と,M.avium mcomplexと の 区別

点 は,niacin陽 性 の点 だ け にな って しま う。 と ころ が,
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Table Distinguishing Characters for Identifying M.simiae,M.asiaticum and

 M.shimoidei from M.avium Complex and M.nonchromogenicum

Cited from Tsukamura,M.:Int J Syst Bacteriol,26:409-420,19 76.
*Tested in Ogawa egg medium(ug/mL) .
** Tested in a modified Sauton agar medium

,in which sodium glutamate 
was substituted for asparagine.

我 々 の 研 究 に よ る と,M.auium complexの 中 に は,

約2%の 割 合 でniacin陽 性 の 株 が あ る17)。 従 っ て,

niacin陽 性 と い う点 だ けで,M.simiaeを 同定 す る こ

と はで きな い。 他 の 区 別 点 を 探 す 必 要 が あ る。

Tsukamura18)～20)は,M.simmを 他 の 遅 発 育 抗

1酸菌(slowly growing mycobacteria)か ら 区 別 す

る特 徴 と して,次 の2点 を あ げた 。 第1は,0.2%ピ ク

リ ン酸 含 有Sauton寒 天 培 地 に発 育 す る こ と,第2に,

succinateをC源 と して 利 用 す る こ とで あ る(N源 は

NH3-N)。 こ の二 つ の性 質 は,迅 速 発 育 抗 酸 菌(rapi-

dlygrowing mycobacteria)の 性 質 で19)20),遅 発 育

抗 酸 菌 の 中 で はM.simiaeだ け が例 外 的 に こ の性 質 を

示 す 。 従 っ て,M.simiaeをM.auium complexか

ら区 別 す る性 状 と して は,(1)Niacin陽 性,(2)0.2%ピ

ク リ ン酸 含 有Sauton寒 天 培 地 発 育,(3)NH3-N存 在

下 で のsuccinateのC源 と して の 利 用 の3点 を 目標 に
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す れ ば よ い。

M.asiatioumの 性 状 は,光 発 色 性 で あ る こと以 外 で

は,M.scrofulaceumま た はM.auiumと 類 似 して

い る。 従 っ て,区 別 点 は 光 発 色 性 しか な い。 こ のM.

asiaticumの 光 発 色 性 は極 め て 明 快 で あ るか ら,光 発

色 性 試 験 さ え す れ ば 同定 は容 易 で あ る。 しか しなが ら,

我 々 の 研 究 に よ る と,M.sorofulaceumに 紫 外 線 を照

射 す る と容 易 に光 発 色 性 の株 を分 離 で き る。 この株 は全

くM.aSiaticumと 区 別 が っ か な い。M.aSiatiCum

とM.scrofulaceumの 区別 は,ま だ研 究 の余 地 が あ る

よ う に思 わ れ る。

M.shimoideiは,若 干M.nonchromogenioum

と類 似 す る点 を もっ が(Tween80水 解 陽 性,Etham-

butol5μg/ml感 受 性),45℃ で の 発 育,NH20H500

μg/ml感 受 性 の点 で 明 らか に 区別 で きる。

上 記 三 つ の 抗 酸 菌 の 同 定 の ポ イ ン トをTableに 示 す

(注.RoseetaL22)は,1982年 にMsimiaeを 同 定

す る た め の重 要 性 状 と して,niacin陽 性,catalase強

陽 性,urease陽 性 の3者 を あ げ て い る が,catalase陽

性 〔泡 高45mm以 上 〕 もurease陽 性 も,M.auium

conplexで 数%に 見 出 さ れ るの で,決 定 的 とは い え な

い 。 しか し,こ の比 較 的稀 な3性 状 が そ ろ う こ とは,高

い確立 でM.simiaeを 同定 で きる と思 わ れ る。 しか し,

筆者 は,先 に 示 した3性 状 の方 が よ り確 実 で あ る と思 う。

な お`M.simiaeのcatalase及 びureaseの 成 績 は,

1976年 のTsukamura18)の 成 績 に も出 て い る)。

感 染 症

1.M.simm感 染 症

Valdiviaetal.3)は,45株 のM.habana(=M.

simiae)を キ ュ ー バ 人 の 患 者 の疾 か ら分 離 した と報 告

して い る 。 ま た,Boisvert8)も,M.simiaeを 肺 疾 患

患者 の疾 か ら分離 した ことを述 べ て い るが,感 染 症 で あ っ

た か ど うか は明 らか で な い。Krasnow&Gross21)は,

88歳 の 女 性 の患 者 の疾 か らM.simiaeを く り返 し分 離

し,こ の 患 者 が肺 に セ ンイ化 を伴 う浸 潤 像 を もつ こ とか

ら,肺 感 染 症 で あ ろ う と し た。 な お,こ の 菌 は,前 に

M.intmcellulareと 同 定 され,こ の著 者 の も とで,血

清学 的 方 法 に よ りM.simmと 同定 した と述 べ て い る。

次 に,Roseetal.22)は,69歳 の 女 性 のM.simiae

に よ る肺 浸 潤,55歳 の男 と49歳 の女 に お け る全 身 播 種

を 報 告 して い る。 こ の 中 の55歳 男 の菌 は骨 髄 及 び尿 か

ら分 離 さ れ て い る が,同 時 にM.kansasiiも 分 離 さ れ

た 。 彼 ら は,M.simiaeがKanamycin以 外 の抗 結 核

剤 に耐 性 で あ った とい う。

M.simiaeの 抗 結 核 剤感 受性 に つ い て,Kappler&

Neubert4)は,Lbwenstein-Jensen培 地 で"propor-

tionmethod"で 検 し,次 の濃度 にすべ て耐性 で あ った と

述 べ て い る。Isoniazid(INH),0.2μg/ml;Strepto-

mycin(SM),4μg/ml;p-Aminosalicylate(PAS),

0.5μg/ml;Ethionamide(TH),20μg/ml;Etham-

butol(EB),1μg/ml;Rifampicin(RFP),20μg/

ml。 た だ しCycloserin(CS),20μg/rn/に 対 して は

感 受 性 。 つ いで な が ら,彼 らは,M.asiatioumに つ い

て,SM,TH,EB,CSに 感 受 性,他 に 対 して 耐 性 と

い って い る(こ のEBの 成 績 は,我 々 の成 績 で は耐 性 で

あ る)。

こ の よ う な 抗 結 核 剤 感 受 性 を み る と,や は り,M.

simiaeはM.auium complexに 酷 似 して い る と い っ

て よ い。

Krasnow&Gross21)の88歳 の女性 は,は じめINH

+EB+SM,次 い でINH+EBで 治 療 さ れ た が排 菌 は と

ま ら なか った(X線 像 は改 善 した)。 患 者 は2年 間 に13

回 排 菌 し,そ の 後,INH+EB+RFP+CS,INH+CS

で 治 療 され た。 結 局,こ の 患 者 は退 院 し,退 院後3カ 月

で 死 亡 して い るが,死 因 は書 い て な い。

Roseetal.22)の 第1症 例 はINH+EB+RFPで 治 療

さ れ,1年 半 後 に一 時INH+TH+CSに 変 更 さ れ,後

再 びINH+EB+RFPで 治療 され た。 排 菌 は結 局 と ま っ

て い な い 。 第2症 例 は,骨 髄 及 び尿 か らM.simiaeと

M.kansasiiが 分 離 さ れ た 例 で あ る が,腎 別 を受 け,

INH+EB+RFPで 治 療 され てい る。 第3症 例 は,腰 椎 椎

間 板腔 の穿刺 組織 か らM.simiaeが 培 養 され た。INH+

EB+RFPで1カ 月,後,INH+EB+KM,INH+RFP

+KMで 治 療 さ れ た(感 受 性 検 査 でKMに 対 して の み

感 受 性 が あ っ た)。 この 患 者 は3年 後,仕 事 が で き る よ

うに な っ た と い う。 要 す る に,M.auiumcomplex症

の場 合 と似 て いて,化 学 療 法 へ の 反 応 は明 らか で は な い

よ うで あ る。

1982年 に 出 たLavy&Yoshpe-Purer23)の 報 告 は

驚 くべ き 内容 の もの で あ った 。 彼 ら は,IsraelのTel-

Aviv地 方 の 患 者287名 か ら合 計399株 のM.simm

を分離 で きた とい う。 この 大 部 分240株 はsingleisola-

tesで あ っ た(240名 の 患 者 か ら240株)。 これ らの患 者

の詳 細 は明 らか で な いが,病 院 に来 院 ま た は入 院 した患

者 の 疾,含 嗽 水 な ど か ら分 離 され た。39名 の患 者 か ら

は2回 以 上,18名 の 患 者 か ら は3回 以 上分 離 さ れ た。3

回 以 上 排 菌 の18名 は,大 部 分 が 肺 結 核 に か か り治 癒 し

た と さ れ た人 で,X線 像 で 肺 の セ ンイ 化 を示 して い た。

一 見 ,本 当 か と驚 か さ れ る報 告 で あ るが,こ の 中 の40

株 はWales,CardiffのMycobacterium　 Reference

　Unit(P.A.Jenkins)で 脂 質 の薄 層 ク ロマ トグ ラ フ ィ

-(TLC)を 行 って ,M.simiaeで あ る こ とが確 か め

られ た とい う。

1983年 報 告 のBelleta1.24)の 論 文 も興 味 深 い。 彼 ら

は,M.simiaeを 排 菌 した24例 の 経 過 を 観 察 して い る。
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2例 だ け が 感 染 症 で あ る と思 わ れ,他 の3例 も多 分 感 染

症 で あ る と思 わ れ た が,残 りの19例 は約6年 の観 察 で,

感 染 症 と思 わ れ る ふ しは な か っ た。 感 染 症 と思 わ れ た2

例 の組 織 所 見 は,乾 酪 化 を伴 う肉芽 腫 で あ っ た。 こ の2

例 は,各 々,肺 セ ンイ症 及 び気 管 支 原 発 の肺 癌 を も って

い た 。 彼 らは,M,simiaeは 痰 の 中 に偶 発 的 に現 れ る

抗 酸 菌 で,本 当 の 病 源 菌(obligate pathogen)と い

え る ほ ど の菌 で は な い とい って い る。

Wright et al.25)は,慢 性 エ オ ジ ン嗜好 性 細 胞 肺 炎 の

1症 例(70歳 女)を 報 告 して い る。 この患 者 は死 亡 し

た が,肺 組 織 所 見 で は,肺 胞 は エ オ ジ ン嗜 好 性 細 胞 及 び

マ ク ロ フ ァー ジか らな る細 胞 浸 潤 で埋 め られ て お り,左

上 葉 に は 多 くの空 洞 とセ ンイ化 が認 め られ た。 組 織 的 に

は 乾 酪 化 を 伴 う肉 芽 組 織 が認 め られ,培 養 に よ り,M.

simiaeが 培 養 さ れ た。 彼 らは,こ の患 者 の経 過 を,M.

simiaeに 対 す る異 常 な組 織 反 応 か,ま た は慢 性 エ オ ジ

ン嗜 好 性 細 胞 肺 炎 へ のM.simiaeの 二 次 感 染 で あ ろ う

と して い る。

Levy-Fr6bault et al.26)は,コ ン ゴの43歳 の男 で,

AIDSの 患 者 で あ る1症 例 の血 液,空 腸 液,十 二 指 腸 及

び 直 腸 の 生 検 標 本 か ら 、M.simiaeを 分 離 した と報 告 し

て い る。

2.M.asiaticum感 染 症

Dawsonetal.27)は,AustraliaのQueenslandの

5名 の 患 者 か らM.asiaticumを 分 離 した と報 告 し,

この 中 の2例 が肺 感 染 症 で あ ろ うと述 べ て い る。 こ れ ら

5例 の 患 者 は,ツ ベ ル ク リ ン反 応 で,humanPPDに

対 して よ り もavianPPDに 対 して強 く反 応 して い る こ'

とが注 目 さ れ る。

3.M.shimoidei感 染 症

Tsukamuraetal.12)は,1例 のM.shimoi(Zeiの

肺 感染 症例 を報 告 した。 患 者 は1968年 当時56歳 の男 で,

肺 結 核 類 似 の空 洞 性 病 変 を有 し,1968年 か ら1973年 に

か けて7回M.shimoideiを 排 菌 した。 患 者 は1973年,

この感 染症 で死 亡 した。 第2例 は,AustraliaのBlack-

lock&Dawsonの 症 例 で,肺 感 染 症 で あ る14)。 第3

例 は,南 ア フ リカ の黒 人 に肺 感 染 症 を起 こ した と して,

H.J.van der Meulen(South African Institute

 for Medical Research,Johannesburg)か ら送 られ

て き た 菌 株 で,筆 者 の も と で.M.shimoideiと 同 定 さ

れ た。 第4例 は,ベ ル ギ ーで 肺 感 染 症 を起 こ した菌 と し

てM.shimoideiと 同 定 さ れ,F.Portaels(Prince

 Leopold Institute for Tropical Medicine,Ant-

werp)か ら筆 者 の許 へ 菌 株 が 確 認 の た め送 られ て きた 。

第3例 及 び第4例 は未 発 表 例 で あ る。 こ の菌 の感 染 症 は,

稀 で あ る が,世 界 の 各 地(日 本,Australia,South

 Africa,Belgie)で 発 見 され,し か も発 見 さ れ た場 合

は常 に肺 感 染 症 で あ る点 が 興 味 深 い。

後 記.M.simiaeの 発 見 者V.Karasseva et al.1)

のValentina Karasseva(カ ラ シ オ ヴ ァ と発 音 す る)

は,M.asiaticumの 発 見 者J.G.Weiszfeileretal.11)

のJ.G.Weiszfeilerの 夫 人 で あ る。Weiszfeiler博 士

がMoscow留 学 中 に恋 愛 結 婚 した との 由 で,夫 人 は ロ

シ ア人 で あ る。 その ため,ソ ビエ ト連 邦 国 籍 の ま ま とな っ

てい るた め姓 が違 って い る。 筆 者 は1977年 にBudapest

を訪 れ たが,そ の際 は,夫 妻 で 空 港 まで 迎 え に来 て 下 さ

り,ま た空 港 まで 送 って い ただ い た。 滞 在 中,夫 妻 で 毎

日同 伴 して い た だ き,夫 人 の手 料 理 の 御 馳 走 にな った。

博 士 は1980年 に パ ル キ ンソ ン氏 病 の ため 死 去 され た と

聞 く。 こ こに謹 ん で 哀 悼 の意 を表 す る。
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